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自動車用音質解析システム（平成 10 年度購入） 
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１．装置のハードウェア 

 

 本装置は，平成 10 年度に私学研究装置助成で導入され

た。装置の構成は，自動車用車載用の車内音，エンジン

回転パルス，車体振動などを同時に収録することを目的

としたモバイルフロントエンドとなるSQLab IIと名づけ

られた装置と，研究室で収録音を再生するためのヘッド

フォンアンプとダイナミックヘッドフォン 2 台からなっ

ている。SQLabII は，フィールド実験による車内音の収

録の際には，モバイルフロントエンドの役割を果たすが，

研究室に戻った後には定置型の音質解析システムの役割

も果たすものとなっている。SQLabII の構成は，車内音

と車体振動，エンジン回転パルスなど収録するための信

号入力部と収録した信号を編集解析するためのソフトウ

ェアをインストールしたノート PC から成っている。 

 収録音再生部はヘッドフォンアンプと 2 台のダイナミ

ック型ヘッドフォンから構成されており，SQLabII のデ

ィジタルラインアウト信号を受けてアンプ内部でD/A変

換して音信号として聴取するものとなっているため，音

信号の音質的な劣化が少ない。 

 図１に，SQLabII とヘッドフォン再生システムの構成

図を示した。また，図２にシステムの利用の様子を示し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.1  Schematic representation of signal acquisition and 

analysis system and sound reproduction system 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.2 A ｖiew of the usage of SQLabII and Sound  

reproduction system 

 

 図３には，SQLabII のデータ入力および出力用の入出

力パネル部の写真を示した。音信号の入力計 4 チャンネ

ルと振動入力用のチャージアンプ内臓の振動加速度入力

部 6 チャンネル分が用意されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.3  Front view of the input and output section of 

SQLabII 

 

２．装置のソフトウェア 

 

 本装置のノートPC(IBM ThinkPad II)にインストールさ

れている収録音編集と音質解析を目的としたソフトウェ

アはArtemis(アルテミス)と称するもので，編集部には取
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り込んだ車内音波形を再生試験に用いるために編集し，

収録音を重ねて再生する機能などがついている。 

 解析部のソフトウェアには，収録音の各種音質パラメ

ータ（Loudness, roughness, sharpness, fluctuation strength 

など）の同時並行計算と結果のグラフィック表示，FFT

分析，wavelet 分析，各種ウォータフォール分析などの

機能がある。 

 

３．本研究装置導入による研究成果 

 

 本装置の導入をきっかけとして，多くの自動車企業，

自動車部品企業（含むタイヤメーカー），建設機械メー

カーとの音質改善対策と評価方法について共同して研究

する機会に恵まれている。 

 また，学会誌への論文の掲載，学会での講演（国内・

国外）につながっている。装置導入から 5 年間の研究業

績として，レフェリー付き報文 7 報，国内学会における

研究発表３件，国際学会での研究発表 6 件，国際学会で

の keynote speech 1 件，海外企業における講演１件がある
(1)～(18)。 
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